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序章







　高度一〇〇〇〇フィート。時速一二〇ノット。

　ジェイムズ・テイラー・ジュニア海軍中尉は、真新しい翼つばさを駆かって蒼そう穹きゅうを飛んでいた。

　その気になれば三倍の速度も出せるだろう。少なくとも彼が見せられた仕し様よう書しょにはそう記されていた。最新鋭機の性能を書類通りと信じる程にジェイムズは若くないが、軽く飛ばしてみただけでも、それが従来の機体とは明らかに違う性能を秘めている事は、肌はだで感じる事ができた。

　だが今は、それを堪たん能のうしている場合ではない。

　燃ねん料りょうを節約せねばならない。

　彼は――現在、訓練中に見失った味方機を捜そう索さくしている最中だ。二手に別れて空中戦訓練をしていたのだが、唐とう突とつに無線が通じなくなり、その機き影えいを見失った。それどころか母ぼ艦かんである軽空母ＣＶＬ–27〈ラングレイ〉との連れん絡らくもとれなくなったのだ。

「空くう電でんがひどくなった訳でもないのに、何な故ぜだ？」

　ジェイムズは顔をしかめて呟つぶやく。

「故障にしては――」

　ふと後方を振り返ると、自分の左斜ななめ後ろをついて飛んでくる僚りょう機きの姿を視し認にんする事ができた。キャノピー越しに見える操縦士パイロットが、手振りで『無線が通じない』と告げてくるのも見える。恐おそらくは電探レーダーも電波誘導装置も同様だ。

　まさか二機同時に、しかも複数の装置が故障した、という訳でもないだろう。

　訓練は至し極ごく簡かん単たんで常識的なものだった。

　四機編隊の内、二機ずつが敵味方に別れ、二〇マイルばかり離れた位置から正対して接近――すれ違ったところで空中戦に入る。ジェイムズも何度となく行ってきた空中戦訓練である。また今日は未まだ機体に大きな負ふ荷かが掛かるような無理な機動をした覚えも無い。

　なのにラングレイの戦闘指揮所ＣＩＣからの無線も途と切ぎれ、電探も、電波誘導も機能していない……自分の機位を見失ってしまった。

「これは訓練どころじゃないな」

　前後左右に広がる蒼穹と眼がん下かに広がる海うな原ばらを見ながらジェイムズは溜ため息いきをついた。

「さっさとしないと海水浴だ。季節的には悪くないが、こんな太平洋のど真ん中じゃ御ご免めん被こうむる」

　軽口を叩たたきつつ――しかしジェイムズが懸け念ねんしているのは、鮫さめだった。

　不時着水してもアメリカ海軍の充実した救援態勢であれば、体力が尽きる前に見つけてもらえるだろう。だが水面下の殺し屋共にとっては、翼をもがれて洋上を漂ただよう戦闘機乗りなど、小魚以上に容易たやすい獲え物ものに違いない。故こ郷きょうの妻さい子しの所へと届けられるのが、ごく一部の食い残しであった――などという事態だけは避さけたいものだった。

「…………」

　ジェイムズは二機編隊セクションの僚機に『距離をとれ』と手で合図。相手が『了解』の合図を返してきたのを確認すると――無む駄だとは思いつつも改めて無線機に向かって呼びかけた。

「〈ブートレグ１〉。応答を請こう、機位を失った。繰くり返す。ロストポジション。そちらの誘導電波ビーコンが拾えない」

　しばし反応が返ってくるのを待つ。

　だがやはり母艦からの応答は無い。強力な出力が自慢の米海軍の無線が、いきなりこんな風に役立たずに成り下がるとは思ってもみなかった。

　一体、何が起こったのか。

　こんな事は初めて――

「……いや」

　ジェイムズは、ふと微苦笑を浮かべて呟く。

「初めてって訳でもない――か」

　左を見れば、僚機が僅わずかに高度を下げ、自分の機体に追つい随ずいしてくるのが見える。

　先程よりも距離をとっていて、キャノピーの中の操縦士の様子を目で確認するのは難しいが――どうやら役立たずの無線機に向かって何か罵ば倒とうの言葉を発しているらしかった。

　彼は多分、こんな異い様ような状況に陥おちいった経験が無いのだろう。

　ジェイムズが多少なりとも落ち着いていられるのは、過去に一度、似にたような体験をしているからだ。あの時の彼は、同僚と同じく役立たずの無線機に、思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけたものだ。

「とはいえ……どうしたものか」

　燃料が心こころ許もと無い。

　以前ジェイムズが乗っていた機体よりもこの新鋭機は一回り小さい。それでいてエンジンは大出力だ。これなら格闘性能においてもあの忌いま々いましい〈ゼロ〉にもひけをとらないだろうが――当然、航続距離は短くならざるを得ない。

　それに……

「高性能なのはわかるが、何とも落ち着かないな」

　航空機――特に戦闘機の善よし悪あしは何も速度や旋せん回かい性能だけで決まる訳ではない。以前ジェイムズは〈ゼロ〉と空くう戦せんをした際、事実上の敗北を喫きっしているが――撃げき墜ついされる事無く生せい還かんできたのは、愛機〈ヘルキャット〉の防弾装甲のお陰かげである。だが新鋭機の小型化された機体は、当然ながら装甲も薄くならざるを得ない。

「…………」

　ジェイムズは改めてキャノピー越しに周囲を見回す。

　もしかしたら無線機の不調は自分達だけでなく、敵役の二機にも同時に生じていて、彼らもまたこちらを探して付近の空域を彷徨さまよっているのではないか――とも思ったのだ。

　しかし彼の優すぐれた視力を以もってしても、僚機の姿は確認できなかった。海面に航跡ウェーキらしきものも見えない。憎たらしいくらいに青々とした平面が、延々と頭上と眼下に広がっているのみだった。

　完全に手て詰づまりである。

「仕方ない――」

　ジェイムズは推測航法で還かえる事にした。

　端たん的てきに言えば『来た道を遡さかのぼる』だけの事である。飛行時間と方向から母艦までのおおよその距離はわかる。風で流されたり、微妙に方位がずれたりする分の補正は必要だが――これだけ空が晴れ渡っている以上、ラングレイが予定外の行動でもしていない限り、視認できる距離まで近づく事はできるはずだった。

　ひょっとすると、相手役の二機はすでに帰路についているのかもしれない。同じ程度しか燃料を積んで出ていないのだ。そう考えた方が自然――

「……？」

　ジェイムズはふと目を瞬しばたたかせた。

　機の右側――彼の視し界かいの片かた隅すみに、きらりと光る何かが見えた。

　見失っていた敵役の二機だろうか。

　だが何故、今になって急に……？

「いや、待て――あれは」

　陽光の反はん射しゃではない。

　それは自ら発光していた。降り注そそぐ太陽の日差しの中ですら、それとわかる程にはっきりとした――とんでもない光量で。

　見る間にその大きさを増していく発光体。

　近づいているのだ。それも尋常でない速度で。

「…………！」

　やがてその発光体は、彼の機の斜め右後ろ一〇メートル弱にまで――接触を危き惧ぐせねばならない距離にまで接近すると、まるで寄より添そうかのように飛び始める。試ためしにジェイムズは少し高度を上げてみたが、発光体はぴったりと同じ相対位置でついてきた。

　正体不明の飛行物体Ｕ　Ｆ　Ｏ。

　しかも速度も運動性能も明らかに相手が上。空中戦を仕し掛かけられればまず勝ち目は無いだろう。普ふ通つうの操縦士ならば恐きょう慌こう状じょう態たいに陥っても不思議ではない。

　だが――

「また、おまえか……」

　そう語り掛けるジェイムズの口調には、この邂かい逅こうをむしろ懐なつかしむ響ひびきすら在った。

　勿もち論ろん、発光体の側が応じる様子は無い。そもそもあの中に人間がいるのかどうかすら怪あやしいのだ。ジェイムズ以外にも何人かがこの光る謎なぞの飛行物体を目撃しているらしいのだが、その正体は不明のまま、一部では『幽霊戦闘機フー・ファイター』などと呼ばれているようだった。

　ジェイムズは以前、この発光体と遭そう遇ぐうしている。

　あの時も無線が使えず、機位を見失ってしまった。その際の経験が在るからこそ、ジェイムズは今回も慌あわてずに済んでいるのだ。ひょっとしたらまたあの『幽霊戦闘機』と出会うのではないか――無線の不調も、機位の喪そう失しつも、これらは単にその前触れでしかないのではないか、と。

「……またか」

　苦笑を浮かべるジェイムズの上を光る一線が通り過ぎていく。

　発光体から更に発せられた光が、ジェイムズを、いや、彼と彼の乗る機体の上を撫なでるように滑すべっていくのだ。これもまた、以前経験した現象だった。これが何を意味するのかはジェイムズにはわからないままだったが。

　ひょっとしたら『幽霊戦闘機』なりの挨あい拶さつのようなものなのか。

　だがそれに応える方法をジェイムズは知らない。

　そして――

「…………」

　数度、光の線を往復させた後――『幽霊戦闘機』は唐突にその速度を上げると一いっ瞬しゅんでジェイムズの機体を追い越し、遥はるか彼方かなたで信じられないような角かく度どで旋回、文字通り瞬く間に視界の外へ飛び去ってしまった。

　一体あれは何なのか。

　勿論、ジェイムズにわかる筈はずも無いが――

『……ラー中尉！　テイラー中尉！』

　唐突にそんな声が飛行帽のスピーカーから聞こえてきた。

　僚機の操縦士が彼を――ジェイムズ・テイラー・ジュニアを呼んでいるのだ。

　同時にこれまで全く機能していなかった無線帰投方位測定器がラングレイからの帰投信号ビーコンを受信し始める。それまでの不調が嘘うそであるかのように、各種装置類は正常な作動を示していた。

『テイラー中尉！　聞こえてますか⁉』

「ああ、聞こえてるぞデイヴィス」

　ジェイムズは苦笑を深めながら言った。

　同僚の慌て振りが滑こっ稽けいに思える一方で――多分、最初にあの『幽霊戦闘機』と接触した際には、自分もあんな風に、半ば錯さく乱らん状態で無線機に向けてがなり立てていたのだろうとも思う。

『さっきの、見ましたか？　見ましたよね！』

「見たよ。見たから落ち着け、デイヴィス。おまえの眼や頭が壊イカれた訳じゃないから、安心しろ。それより帰投信号は受信できているか？」

『は、はい。しかし他の二機が――』

『テイラー中尉、無事か』

　未だ動揺の色が濃い同僚の声に被かぶさるようにして、四機編隊フライトの隊長リーダー機から無線通信が入ってきた。

「テイラー、デイヴィスともに無事です」

　とりあえずテイラーはそう応じる。

「現在方位一八〇。高度一〇〇〇〇、速度一二〇ノットでラングレイへ向けて飛行中」

『了解だ。こちらは間もなくラングレイに到とう着ちゃくする』

　編隊長機からの声に動揺の響きは無い。

　あちらには『幽霊戦闘機』は出現していなかったのだろうか。

『――しかし何だったんだ、急に無線がイカれたり、元に戻ったり……』

　やはり編隊長は『幽霊戦闘機』を目撃していないらしい。

　ここで細かに説明しても信じてはもらえないだろう。以前の遭遇の時もそうだった。

「取り敢あえずまた無線がダメになる前にさっさと帰投しましょう。燃料が無くなったらこいつはグライダーみたいには飛べませんよ」

『まったくだ。それじゃあ、ラングレイで会おう』

　編隊長機からの通信はそれで終了する。

　もう一度帰投信号を確認し、ジェイムズは同僚に向けて言った。

「というわけだ、デイヴィス。とっととコイツをママの所へ帰すぞ」

『……了解です。しかし、一体アレは……中尉は何か御存知で？』

　同僚は不安の滲にじむ声でそう言ってくる。

　ジェイムズが落ち着いている事が不思議でならないのだろう。

　しばし彼は、過去の体験を思いだしつつ、自分の中で適当な単語を探していたが――

「――アレはな、俺おれに幸運をもたらしてくれる天使なんだ」

『え？　天使？』

「冗じょう談だんだよ」

　低く笑ってジェイムズは言った。

「さあ、還ろう。コイツも俺ももう腹ぺこだ」

　テイラー中尉は僚機のデイヴィス少尉が左斜め後方の位置につくのを確認すると、水平線の向こうに待っているであろう母艦に向けて針路を定めた。













第一章　最強







『巴ともえ戦せん』――という言葉がある。

　一般的には相撲すもう用語……大相撲において優勝を決める形式の一種、として知られているが、分野を航空機や軍事に限定すると、別の意味になってくる。

　戦闘機の世界における『巴戦』とは、英語で言うところの『ドッグ・ファイト』――旋回を続けて敵の後ろをとり、射しゃ線せん上に出た敵を撃ち落とすという、戦術を指す。単純かつ、忍にん耐たい力が求められる戦い方だ。ちなみにドッグ・ファイトという名は、この戦術を採とる戦闘機の様子が、犬同士が尻尾しっぽを追いかけ合う姿に似ていることに由ゆ来らいする。

　だが今――

「…………！」

　晴れ渡る青空を背に巴戦を行っているのは……辞書的な意味での戦闘機でもなければ、勿論、動物の犬でもなかった。

　翼はある。プロペラもある。機銃もある。

　洋上に落ちる影は、戦闘機そのもの――かつて第二次世界大戦中に世界各地で激戦を繰り広げた、レシプロ戦闘機のそれだ。

　なのにその上を飛んでいるのは、まるで別物だった。

　少女――なのである。

　身体からだの線がそのまま浮き出るかのようなレオタード状の衣い装しょうを身にまとい、更にはその背に巨大な翼を、胸元にプロペラを、両手に長大な機銃を備そなえ、常識的な航空工学をあざ笑うかのように軽々と、少女そのものが虚こ空くうを舞まっている。

　支えるものは無い。吊つるすものも無い。

　確かに少女はその身一つでこの蒼穹を飛んでいるのだった。

『エッセンス・モデル』――それは、関係者の間でそう呼ばれていた。

　少女の身体に第二次世界大戦中の戦闘機の要素エッセンスを焼き込まれ、その能力を詰め込まれた存在。その姿が一見、か弱き乙女おとめに見えていたとしても、実際に彼女らに備わっているのは、天あま翔かける兵器の威い力りょくなのだ。

　機械の戦乙女バルキリー。

　鉄血の熾天使セラフィム。

　追おい浜はま澪みおもまた、そうしたエッセンス・モデルの一人だ。

　零れい式しき艦かん上じょう戦闘機五二型の能力をその華きゃ奢しゃな身体に植え付けられた少女である。

　整ってはいるが、派手さには欠ける――そんな容姿で、清せい楚そ可か憐れんな和風美人といった印象が強い。癖くせの無い長い黒くろ髪かみや、優しげな眼まな差ざしが、そうした印象を更に強める。

　だが、それだけに……彼女の身体に巨大な鋼こう鉄てつの兵器の意匠デザインが加えられたその姿は、倒錯的とでもいうか、ちぐはぐであるが故ゆえにこそ、奇き妙みょうな存在感を醸かもし出していた。

「また……！」

　現在、巴戦中の彼女は一機の戦闘機――エッセンス・モデルを追尾している。

　相手は澪と同じく零戦。ただし澪が後期の改良型――五二型であるのに対して、相手は初期の二一型である。総合的な性能でいうのならば、改良型たる五二型を焼き込まれている澪の方が上である筈なのだ。

　なのに――

「なんで逃げられるん⁉」

　澪の声は悲鳴じみていた。

　元々――澪は争い事に向かない。これは性格的なものだ。

　穏おだやか、というより気弱な事に加え、全体的に言動が不器用でそそっかしい。だから他人と何かを競うという行為そのものに不安や抵抗を感じるのだ。

　だが――争わねば、競わねばならない場で、それを拒こばむ程に愚おろかでもない。

　それが自分や自分の大切な人達の生死に関わるような物事であるならば、向いていないという自覚はあっても、彼女なりの全力で挑いどむ。そういう真ま面じ目めさも追浜澪という少女には備わっていた。

　今の澪は、本気でこの『敵』を倒しに掛かっている。

　だが上う手まくいかないのだ。

　後ろに回り込んだまでは上出来だった。だが、肝心の射撃の瞬間、『敵』は澪の射線上から右へ左へと逃げてしまう。ほんの数メートルの事ではあるのだが、当然、射線上から逃げられては、機銃を撃っても当たる筈が無い。

　こんな事をもう何度繰り返したか分からない。無意味に徒労感だけが募つのっていく。

「なんで――」

　今だ！　と引き金を引こうとしたその瞬間を見み透すかされているかのように、相手が射線上から移動してしまうのだ。おっとりした性格の澪とて、こう何度もぎりぎりの一瞬でかわされ続けていると、苛いら立だちを覚えざるを得ない。

　次こそはなんとしても当てる。

　そう決意して澪は再び相手を――零戦二一型のエッセンス・モデルである霞かすみヶが浦うら海み咲さきの後を追った。

　海咲を追尾する事そのものは難しくない。

　二一型はエンジン出力で五二型に劣おとる。最高速度は五二型より遅おそい。だが機体の特性を知り尽くし経験を積んだ海咲には機体性能を――自分の能力を限界まで引き出す『技』が備わっている。一方で澪は自分の機体の性能を活いかしきれていない。

　その差が出ているのだろう。

　それは澪も理解している。

　しているのだが――

「……今度こそ」

　斜め左上に上じょう昇しょうしつつ旋回。

　上昇力も五二型が上だ。今度こそ討うち取れる。

　澪がそう確信した――その瞬間。

「――ッ⁉」

　前を飛んでいた海咲の姿が――消えた。 ...


item/xhtml/js/kobo.js
var gPosition = 0;
var gProgress = 0;
var gCurrentPage = 0;
var gPageCount = 0;
var gClientHeight = null;

const kMaxFont = 0;

function getPosition()
{
	return gPosition;
}

function getProgress()
{
	return gProgress;
}

function getPageCount()
{
	return gPageCount;
}

function getCurrentPage()
{
	return gCurrentPage;
}

/**
 * Setup the columns and calculate the total page count;
 */

function setupBookColumns()
{
	var body = document.getElementsByTagName('body')[0].style;
	body.marginLeft = 0;
	body.marginRight = 0;
	body.marginTop = 0;
	body.marginBottom = 0;
	
    var bc = document.getElementById('book-columns').style;
    bc.width = (window.innerWidth * 2) + 'px !important';
	bc.height = (window.innerHeight-kMaxFont) + 'px !important';
    bc.marginTop = '0px !important';
    bc.webkitColumnWidth = window.innerWidth + 'px !important';
    bc.webkitColumnGap = '0px';
	bc.overflow = 'visible';

	gCurrentPage = 1;
	gProgress = gPosition = 0;
	
	var bi = document.getElementById('book-inner').style;
	bi.marginLeft = '0px';
	bi.marginRight = '0px';
	bi.padding = '0';

	gPageCount = document.body.scrollWidth / window.innerWidth;

	// Adjust the page count to 1 in case the initial bool-columns.clientHeight is less than the height of the screen. We only do this once.2

	if (gClientHeight < (window.innerHeight-kMaxFont)) {
		gPageCount = 1;
	}
}

/**
 * Columnize the document and move to the first page. The position and progress are reset/initialized
 * to 0. This should be the initial pagination request when the document is initially shown.
 */

function paginate()
{	
	// Get the height of the page. We do this only once. In setupBookColumns we compare this
	// value to the height of the window and then decide wether to force the page count to one.
	
	if (gClientHeight == undefined) {
		gClientHeight = document.getElementById('book-columns').clientHeight;
	}
	
	setupBookColumns();
}

/**
 * Paginate the document again and maintain the current progress. This needs to be used when
 * the content view changes size. For example because of orientation changes. The page count
 * and current page are recalculated based on the current progress.
 */

function paginateAndMaintainProgress()
{
	var savedProgress = gProgress;
	setupBookColumns();
	goProgress(savedProgress);
}

/**
 * Update the progress based on the current page and page count. The progress is calculated
 * based on the top left position of the page. So the first page is 0% and the last page is
 * always below 1.0.
 */

function updateProgress()
{
	gProgress = (gCurrentPage - 1.0) / gPageCount;
}

/**
 * Move a page back if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goBack()
{
	if (gCurrentPage > 1)
	{
		gCurrentPage--;
		gPosition -= window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move a page forward if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goForward()
{
	if (gCurrentPage < gPageCount)
	{
		gCurrentPage++;
		gPosition += window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move directly to a page. Remember that there are no real page numbers in a reflowed
 * EPUB document. Use this only in the context of the current document.
 */

function goPage(pageNumber)
{
	if (pageNumber > 0 && pageNumber <= gPageCount)
	{
		gCurrentPage = pageNumber;
		gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Go the the page with respect to progress. Assume everything has been setup.
 */

function goProgress(progress)
{
	progress += 0.0001;
	
	var progressPerPage = 1.0 / gPageCount;
	var newPage = 0;
	
	for (var page = 0; page < gPageCount; page++) {
		var low = page * progressPerPage;
		var high = low + progressPerPage;
		if (progress >= low && progress < high) {
			newPage = page;
			break;
		}
	}
		
	gCurrentPage = newPage + 1;
	gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
	window.scrollTo(gPosition, 0);
	updateProgress();		
}

//Set font family
function setFontFamily(newFont) {
	document.body.style.fontFamily = newFont + " !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets font size to a relative size
function setFontSize(toSize) {
	document.getElementById('book-inner').style.fontSize = toSize + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets line height relative to font size
function setLineHeight(toHeight) {
	document.getElementById('book-inner').style.lineHeight = toHeight + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Enables night reading mode
function enableNightReading() {
	document.body.style.backgroundColor = "#000000";
	var theDiv = document.getElementById('book-inner');
	theDiv.style.color = "#ffffff";
	
	var anchorTags;
	anchorTags = theDiv.getElementsByTagName('a');
	
	for (var i = 0; i < anchorTags.length; i++) {
		anchorTags[i].style.color = "#ffffff";
	}
}
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function getPosition()
{
	return gPosition;
}

function getProgress()
{
	return gProgress;
}

function getPageCount()
{
	return gPageCount;
}

function getCurrentPage()
{
	return gCurrentPage;
}

/**
 * Setup the columns and calculate the total page count;
 */

function setupBookColumns()
{
	var body = document.getElementsByTagName('body')[0].style;
	body.marginLeft = 0;
	body.marginRight = 0;
	body.marginTop = 0;
	body.marginBottom = 0;
	
    var bc = document.getElementById('book-columns').style;
    bc.width = (window.innerWidth * 2) + 'px !important';
	bc.height = (window.innerHeight-kMaxFont) + 'px !important';
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    bc.webkitColumnWidth = window.innerWidth + 'px !important';
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	bi.marginRight = '0px';
	bi.padding = '0';

	gPageCount = document.body.scrollWidth / window.innerWidth;

	// Adjust the page count to 1 in case the initial bool-columns.clientHeight is less than the height of the screen. We only do this once.2

	if (gClientHeight < (window.innerHeight-kMaxFont)) {
		gPageCount = 1;
	}
}

/**
 * Columnize the document and move to the first page. The position and progress are reset/initialized
 * to 0. This should be the initial pagination request when the document is initially shown.
 */

function paginate()
{	
	// Get the height of the page. We do this only once. In setupBookColumns we compare this
	// value to the height of the window and then decide wether to force the page count to one.
	
	if (gClientHeight == undefined) {
		gClientHeight = document.getElementById('book-columns').clientHeight;
	}
	
	setupBookColumns();
}

/**
 * Paginate the document again and maintain the current progress. This needs to be used when
 * the content view changes size. For example because of orientation changes. The page count
 * and current page are recalculated based on the current progress.
 */

function paginateAndMaintainProgress()
{
	var savedProgress = gProgress;
	setupBookColumns();
	goProgress(savedProgress);
}

/**
 * Update the progress based on the current page and page count. The progress is calculated
 * based on the top left position of the page. So the first page is 0% and the last page is
 * always below 1.0.
 */

function updateProgress()
{
	gProgress = (gCurrentPage - 1.0) / gPageCount;
}

/**
 * Move a page back if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goBack()
{
	if (gCurrentPage > 1)
	{
		gCurrentPage--;
		gPosition -= window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move a page forward if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goForward()
{
	if (gCurrentPage < gPageCount)
	{
		gCurrentPage++;
		gPosition += window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move directly to a page. Remember that there are no real page numbers in a reflowed
 * EPUB document. Use this only in the context of the current document.
 */

function goPage(pageNumber)
{
	if (pageNumber > 0 && pageNumber <= gPageCount)
	{
		gCurrentPage = pageNumber;
		gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Go the the page with respect to progress. Assume everything has been setup.
 */

function goProgress(progress)
{
	progress += 0.0001;
	
	var progressPerPage = 1.0 / gPageCount;
	var newPage = 0;
	
	for (var page = 0; page < gPageCount; page++) {
		var low = page * progressPerPage;
		var high = low + progressPerPage;
		if (progress >= low && progress < high) {
			newPage = page;
			break;
		}
	}
		
	gCurrentPage = newPage + 1;
	gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
	window.scrollTo(gPosition, 0);
	updateProgress();		
}

//Set font family
function setFontFamily(newFont) {
	document.body.style.fontFamily = newFont + " !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets font size to a relative size
function setFontSize(toSize) {
	document.getElementById('book-inner').style.fontSize = toSize + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets line height relative to font size
function setLineHeight(toHeight) {
	document.getElementById('book-inner').style.lineHeight = toHeight + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Enables night reading mode
function enableNightReading() {
	document.body.style.backgroundColor = "#000000";
	var theDiv = document.getElementById('book-inner');
	theDiv.style.color = "#ffffff";
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	anchorTags = theDiv.getElementsByTagName('a');
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